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奄美大島北部東方沖の高分解能音波探査

High-resolution Seismic Profiling Survey on Holocene Reefal Sediments, East of north-
ern Amami-o-shima Island
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2007年 10月 15～24日に奄美大島北部東岸および喜界島南西沖において高分解能音波探査，精密地形調査，小型ROV
を用いた潜航調査を実施した．調査海域は現世サンゴ礁分布域の北限に近い海域で，完新世のサンゴ礁やその周辺の堆積
層の発達様式を精査した．本調査は，地球科学技術総合推進機構の「IODP掘削プロポーザル作成支援」による支援（研
究代表者：松田博貴，課題名：サンゴ礁掘削実現のための極浅海域海洋音波探査と造礁生物群集調査）を得て，統合国
際深海掘削計画（IODP）の琉球サンゴ礁掘削のための事前調査として実施した．本発表は，これらの調査のうち奄美大
島東岸で得られた成果について論じる．
奄美大島北部では，現世サンゴ礁が発達している水深 10-60 mの海域において 2-2.5 kmの全 13測線，それより沖合

の水深約 60-160 mの海域で約 3-4 kmの全 8測線の音波探査を実施した．音波探査はブーマーを音源とし，8chデジタル
ストリーマケーブルで信号を受波した．データ収録は SEG-Dフォーマットで行い，その後，重合処理などの信号処理を
行った後に解釈した．音波探査と同時にマルチナロービーム測深機による精密な地形調査も行った．音波探査と日を改
めて，現世サンゴ礁の周辺では小型 ROVを用いた潜航調査を行い，実際の海底表層の映像を得ることができた．
現世サンゴ礁の発達する浅い海域では，ROVのビデオ映像や地形調査結果から現世のサンゴ礁の発達している不規則

で複雑な高まりが調査海域の東側に顕著に認められた．一方，その西側では粗粒堆積物からなる平坦な地形が発達する．
音波探査断面を見ると，海底面下に起伏のある強い反射面が発達し，この面は最終氷期に陸化してできた浸食面である
と思われる．成層した堆積物がこの反射面を覆っており，層厚は全体的には西で厚く東に薄くなる．音波探査記録を見
ると，西縁に溝状の凹みが認められる海域で，現在のサンゴ礁が形成されていることから，氷期に形成された溝状の地
形（古海底谷）の存在によって，粗粒堆積物の供給が制限されたことがサンゴ礁形成の初期要因として重要である可能
性が示唆される．
一方，沖合の音波探査断面には明瞭な不整合面が連続して追跡でき，それよりも下位の地層の内部構造は明瞭でなが，

傾斜の異なる堆積層から成る．不整合面より上位には，明瞭な成層した堆積体が認められ，２つのユニットに分けられ
る．下部堆積ユニットはオンラップ不整合を呈し，上部ユニットのダウンラップする堆積体に覆われる．これは，最終
氷期以降の海進期堆積体とその後の高海水準期以降に形成した前進性堆積体であると思われる．


